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研究成果の概要（和文）：本研究では、日本における戦争死者慰霊の第三者関与と世代間継承の

問題を、海外の事例も踏まえながら比較検討した。新たな慰霊活動や慰霊巡拝の創出・開拓と

いった契機や、時間的推移における慰霊活動の維持等において、死者との直接的関係を持たな

い宗教的・世俗的エージェントの果たす役割の重要性が確認された。同時に世代間継承におけ

る意味変容のあり方がその後の展開に大きく作用することも実証的に明らかとなった。 
 
研究成果の概要（英文）：This project focused two aspects of actor in the commemoration for 
the war dead in Japan with comparing to the overseas cases: The involvement of third 
parties which consists of both religious and secular agents; Its succession by next 
generations. We could exemplify the significance of those agents at the moments of the 
creation and the maintenance of commemorative rituals and pilgrimages. In addition, we 
illustrated the way that the meaning of the events transformed for the participants would 
profoundly influence to the subsequent situation. 
 
交付決定額 
                               （金額単位：円） 

 直接経費 間接経費 合 計 
２０１０年度 2,900,000 870,000 3,770,000 

２０１１年度 3,700,000 1,110,000 4,810,000 

２０１２年度 3,000,000 900,000 3,900,000 

年度  

  年度  

総 計 9,600,000 2,880,000 12,480,000 

 
研究分野：人文学 
科研費の分科・細目：哲学・宗教学 
キーワード：慰霊、第三者、世代間継承、国際比較、宗教的エージェント、世俗的エージェン

ト、意味変容 
 
１．研究開始当初の背景 
これまでの戦争死者慰霊に関する研究動

向は、社会問題となった靖国神社や忠魂碑等
のあり方をめぐる議論の延長上において、そ
の問題点を実証的に解明すべく関連事象の
事実の掘り起こしと資料化に重点が置かれ
てきた。その結果、「戦後」「民間人犠牲者」
「旧戦地」「第三者の関与」「次世代への継承」
といった問題群が十分視野に入れられてこ

なかった。さらには、海外の研究動向の紹介
や海外研究者との交流も徐々に進んできて
はいるもの、相互に研究を参照して生かすと
いうところにまでは及んでいない。 
研究代表者の西村は、博士論文の研究とし

て、長崎の原爆慰霊を事例として戦後におけ
る戦争死者慰霊の特徴を歴史的系譜関係の
中に位置づけた。さらに、慰霊がもつ鎮静化
機能（シズメ）と社会的参加への活性化機能
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（フルイ）の両側面に注目し、慰霊行為の動
態的な把握を行った。（西村『戦後日本と戦
争死者慰霊』）そこでは今後の展望として、
「体験者と非体験者のあいだに構築される
共同性をめぐる問い」を挙げたが、言い換え
ればこれは慰霊の現場において、死者の最期
を目撃した者と、その最期を看取れなかった
身内・知人とが、ともに集うことによって何
が果たされようとしているのかについて後
進世代の視点から考える慰霊への関与と継
承のあり方をめぐる今日的問いであり、かつ、
しばしば「地獄の体験」という宗教的表現で
捉えられる戦争体験を、宗教体験をめぐる共
同性構築とのアナロジーで捉えようとする
宗教学的問いでもある。この問いを受け、そ
の後に旧戦地における慰霊（遺骨収集・慰霊
巡拝）に関心を移し、問題志向的アプローチ
で冒頭の問題群を視野に入れようと努めて
きた。同時に、当該分野の国内外の研究者と
の研究交流に積極的に取り組んできた。 

他方で、本研究の数名の研究分担者（森・
村上・土居・清水）は、故・孝本貢氏を研究
代表者とする「戦争の記憶の創出と変容－地
域社会における戦争死者慰霊祭祀の変遷と
現状」（基盤研究（B・一般）H19-21）に研
究分担者として参加し、西村と粟津も研究報
告や調査等に協力したという経緯がある。 

 
２．研究の目的 
本研究の目的は、戦争死者慰霊における関

与と継承の問題を、歴史と地域の視点から国
内外の事例の比較検討を通じて明らかにす
ることである。それによって、従来の研究で
十分扱われることがなかった、「戦後」「民間
人犠牲者」「旧戦地」「第三者の関与」「次世
代への継承」といった問題群を視野に入れる
ことが可能となる。また、歴史の視点の導入
から見ることで、現在の慰霊の在り方を規定
し、構成するいくつかのパターンを抽出する
ことが可能となり、他方、地域の視点から同
時代的なサードパーティーの関与を見るこ
とによって、慰霊の持続と変化をもたらす要
因についてより明確な理解が可能となる。 

 
３．研究の方法 
下記のように、「Ａ戦争死者慰霊の世代間

継承の歴史的展開とＢサードパーティーの
慰霊関与」と、「当事者との関係構築の技法」
という２つのサブテーマ、「国内」「境界域」
「海外の旧戦地」という３つの調査対象エリ
アからなるマトリクス上に各自の研究を位
置づけた。まずは研究担当者がＡとＢについ
てそれぞれの視点と調査対象エリアから調
査研究を行なうこととした。その際、マトリ
クス上の不足地域を補完する形で海外の研
究協力者に研究発表を依頼する等、プロジェ
クトへのコミットメントを要請し、意見交換

を行うこととした。 
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４．研究成果 
 以下、研究代表者および分担者による研究
を中心に、サブプロジェクト毎にその成果を
記すが、本研究全体として明らかになったこ
ととして次の２点を指摘しうる。新たな慰霊
活動や慰霊巡拝の創出・開拓といった契機や、
時間的推移における慰霊活動の維持等にお
いて、死者との直接的関係を持たない宗教
的・世俗的エージェントの果たす役割の重要
性が確認された。同時に世代間継承における
意味変容のあり方がその後の展開に大きく
作用することも実証的に明らかとなった。 
 
Ａ戦争死者慰霊の世代間継承の歴史的展開 
A-1 近世の武士社会における戦争死者慰霊の
展開と近代的戦争死者慰霊への影響 
ここでは、中世から近世に至る過程で起る

武士社会における戦争死者祭祀の変化に注
目し、近代の戦争死者慰霊へとつながる諸系
譜の複線的展開の解明を目指した。具体的に
は、分担者の森謙二が九州・柳川藩における
戦死者祭祀の歴史的な展開について調査を
行い、主君が戦死者である家臣を祀る事例に
ついて実証的に研究した。もともと御霊信仰
や仏教の怨親平等の影響のもとで戦死者を
慰霊・供養する慣行は中世から近世にかけて
行われていたが、近世初期の朱子学の影響の
下で、主君が戦死した家臣をまつる風習が一
部の大名の中で展開する。その一つの例が、
柳川藩における戦死者供養であり、幕末期に



 

 

なるとその家臣をも「神」としてまつるよう
になることが明らかとなった。〔その具体的
な内容については、研究代表者の西村と分担
者の村上による共編著『慰霊の系譜（仮）』
（2013 年 8月に森話社より刊行予定）の中で
紹介・考察しているのでここでの公表は差し
控える。〕 
 また分担者の清水克行も、戦国期長宗我部
氏の史跡の巡見を通じて、土佐藩成立以後の
長宗我部時代についての伝承や顕彰行為に
ついて考察している。 
 
A-2 近世・近代の地域社会における死者祭祀
の継承と戦争死者慰霊との関連性 

ここでは、地域のために犠牲になった者等
を地域社会として慰霊顕彰する伝統につい
て、戦争死者慰霊との関連性をも視野に入れ
ながら、調査・検討を行った。 
 具体的には、分担者の清水克行が、戦国後
期から江戸初期に日本列島各地で見られた
鉄火起請(てっかぎしょう)とよばれる裁判
に関わる犠牲者のための鉄火塚と、戦国社会
の習俗を伝えるとされる慰霊碑・顕彰碑であ
る耳塚・鼻塚を、それらにまつわる伝承とと
もに取り上げた。〔森同様、詳細は『慰霊の
系譜（仮）』に譲り、ここでの公表は差し控
える。〕 

 
A-3 戦争記念施設における記憶内容と表象形
式の世代的変更変容過程の特徴 
 分担者の村上興匡は、慰霊団体・施設が平
和教育の拠点に変容する過程と、伝統文化教
育として戦争体験が活用される様子につい
てアクションリサーチを行った。 
 沖縄や鹿児島では、元々は慰霊のための施
設だったものが、平和教育のための施設とし
て読み替えられて、観光との共存も見られる。
そこでは、教員経験者が、歴史教育、平和教
育の立場から、ボランティアとして戦争遺跡
やガイドや体験を伝える語り部としての性
格を担っている。東京でも空爆や戦中の苦し
い生活について体験を持つ高齢者が数多く
存在するが、そうした貴重な「証人」も時間
の経過によって減少している。また各地で、
当時の体験者を中心に、空襲のあった記念日
に慰霊祭が行なわれてきたが、慰霊行事とし
ては参加者の減少を余儀なくされている。 

近年、そうした生存者の体験を体験談や絵
画集の形で集めて出版する動きや、慰霊行事
を平和教育の形に変化することによって、参
加者の数を維持・増加させていこうとする傾
向が見られる。 

他方で、現在伝統文化と教育を結びつける
試みが行われている。地域と密着した形で体
験学習を行うことは、地域の人的文化的資源
を学校教育に活かすという側面（特色ある学
校教育）だけでなく、逆に地域活動の活性化

に学校が寄与できるという側面（地域社会活
性化）も有している。 
 戦争体験についての記憶の保持と継承は、
一つの地域文化として捉えることができる。
地域の高齢者から戦争体験の聞き取りを行
うことは、戦争の記憶を共有し、後世に残す
という教育的効果があるばかりではなく、若
い世代と交流することによって、地域の高齢
者の生きる意味や意欲を創出する効果があ
り、結果として地域の高齢者見守りにも活用
可能である。 
  
A-4 戦争体験の非儀礼的継承の試みと戦争死
者の記憶の関係 
 研究代表者の西村明は、長崎に動員されて
被爆した奄美の被爆者をめぐって、地元の中
学校で行われた演劇と、生存者の証言取材活
動という非儀礼的活動について調査した。 
 上坂冬子が『奄美の原爆乙女』のルポルタ
ージュを出版した後の 1991 年、名瀬市（現
奄美市）の金久中学校の生徒による平和劇
「夢、ではない・・・」が奄美振興会館で上
演された。演劇の上演によって、「奄美の原
爆乙女」という歴史的事実が、地域にとって
の重要な事件として改めて多くの人々に開
示されるとともに、物語の登場人物に自分を
重ねることで、自分が何者であるのか、自分
が帰属する地域や同時代の社会に対して何
をなしうるのか、ということに注意を向けさ
せる回路を開いている。また、同校では、2008
年に生徒会役員を中心に取り組んだ核兵器
廃絶の署名活動を通して、同年解散した鹿児
島県原爆被爆者福祉協議会奄美支部の存在
を知り、署名活動だけでは、協議会支部が解
散したという地域の現状への対応としては
不十分であるということで証言ＤＶＤ『未来
に伝え続けたいこと―奄美からのメッセー
ジ』の制作を行っている。 
 このＤＶＤは、後世に体験者たちの証言を
残すという目的のもとに制作されたもので
あるが、それにもまして、被爆者たちと出会
い、直接話を聞き、その体験談を通して、か
つてあった戦争の事実を生徒たちが生々し
いものとして受け取ったことを表現するも
のとなっている。そしてまた、その生徒たち
自身の体験が、この 80 分の大作を完成させ
た原動力になったことがうかがえる。 
 
Ｂサードパーティーの慰霊関与と、当事者と
の関係構築の技法 
B-1 宗教的エージェントによる遺骨収集団の
組織化とサードパーティーの関与の現状 
 沖縄・摩文仁で金光教那覇教会によって開
催される金光教の遺骨収集奉仕活動には、金
光教の信者だけでなく、信者ではないことを
標榜する人物すらも関与することを許容す
る緩やかなネットワークが見られる。分担者



 

 

の土居浩と粟津賢太は、この遺骨収集活動の
参与観察を通じて、そうした遺骨収集団の組
織化とサードパーティーの関与の現状につ
いて調査、検討を行った。 

土居によれば、この遺骨収集奉仕活動は、
福岡から復帰前の沖縄へ開拓布教に赴いた
金光教那覇教会長・林雅信氏を中心とし、
1977 年 2 月から現在まで、年に一度・二日間
の日程で取り組まれているものである。林氏
の講演録には、群集する黒アゲハを「異様な
光景」「気持ちが悪いというと相済みません
けれどもそういう感じ」と捉えた同氏が、地
元関係者の示唆を引き受け、黒アゲハの出現
を御霊ひいては未発見の遺骨からの訴えと
して受け取ろうとする変化がうかがえる。ま
た 2012 年 2 月の活動では、参加者約 90 名の
うち 20 名以上が「信者たち」ではない「一
般参加」者であった。中でも 1986 年から「一
般参加」している一個人は、恒例となった事
前調査のみならず、活動当日の現場において、
初参加者への現場でのレクチャを金光教教
師にうながし、いわば「信仰のリアリティと
確信を与える」契機を用意したのであった。 
 
B-2 世俗的エージェントによる遺骨収集活動
の組織化の現状 

沖縄では、日本政府による遺骨収集事業以
前から地域住民や遺族会を主体として収骨
作業および納骨施設の建設がやむにやまれ
ぬ行為として行われたが、1995 年に大規模な
県民遺骨収集の終了した現在でも遺骨収集
の努力は存在し、遺族や遺児の高齢化により、
担い手を変えつつ継続されている。様々なボ
ランティア団体や NPO 法人が関与している。 
分担者の粟津は、沖縄戦遺骨収集ボランテ

ィア「ガマフヤー」の活動の現地調査によっ
て、活動の実態と当事者の意識を明らかにし
た。世代交代によって戦争経験や直接肉親戦
争にかかわりを持たないという意味でサー
ドパーティーである遺骨収集の参加者たち
にとっても、遺骨は手を合わせるべき存在と
見なされ、何らかの慰霊行為が行われる。と
くに沖縄では複数のエージェンシーの参画
によって意味変容が顕著に促されている傾
向にある。ただし、そこでは「物」を強調す
ることで政治的党派性が回避され、同時に宗
教的な党派性を持たないことによって、市民
参加や行政の関与を促し、「人間の尊厳」と
いう意味に集約が可能となっている。そうし
たゆるやかなネットワーク型の組織形態が
市民参加型の遺骨収集の成功要因として指
摘できるものである。 
 
B-3 宗教的エージェントによる遺骨収集・戦
地慰霊団の組織化と当事者の関与の戦後史 
旧戦地への遺骨収集や慰霊巡拝の機運は

昭和 25 年頃から高まるが、政府や遺族・戦

友等に働きかけて遺骨収集団や戦地慰霊団
を組織化する上で仏教各宗派をはじめ、宗教
的エージェントの働きかけは大きい。研究代
表者の西村は、これまであまり顧みられるこ
とがなかったそうした宗教的エージェント
の動向について、宗教界の日刊紙である『中
外日報』の昭和 20 年代後半から昭和 50 年代
前半までのマイクロフィルムから関連記事
データを集成し、具体的な動向を把握した。 
初期の政府事業に対する日本宗教連盟と

しての協力・参加のほかに個別宗派単位の動
きが散見されるが、中でも昭和 40 年代に政
府の第二次計画を後押しした民間組織によ
る戦地への渡航の重要な事件として、昭和 40
年に中外日報社が企画・主催し、日本宗教連
盟と日本遺族会が後援した「サイパン・グア
ム・比島方面戦没者慰霊団」の動きは注目に
値する。実際の参加者は、神道と仏教の宗教
者に遺族やジャーナリストを含め 10 名程度
の規模であったが、「とりわけ政府の遺骨収
集計画から漏れた同地方に、日本宗教界の中
でもことに縁の深かった神道・仏教の関係者
が自主的に参画することは誠に意義深い」と、
記事の中でもその重要性が強調されている。
また、同慰霊団がその後の各方面に及ぼした
効果としては、慰霊団の帰国後から数か月後、
グアムにグアムのカトリック神父が来日し、
南太平洋地域で亡くなった 40 万の日本軍将
兵、民間人のための慰霊公苑と慰霊塔の建立
を行うよう呼びかけ、カトリックと全日本仏
教会をはじめ国会議員やグアムの政財界関
係者等が中心となって南太平洋戦没者慰霊
協会が設立されている。 
こうした現地と日本の間で展開された超

宗派的協力はパプアニューギニアにおいて
も見られるが、宗教的エージェントの媒介機
能が確認できるばかりではなく、戦後の日本
宗教のあり方を考える上でも、興味深い事例
となっている。 
 

B-4 戦地慰霊団における宗教的･世俗的エー
ジェントと当事者との関係性 
旧戦地への慰霊渡航は現在も続けられ、現

在も戦死者の戦友の参加も見られるものの、
遺族に関しては第一世代（戦死者の妻や兄
弟）ばかりではなく、第二・第三世代へと推
移してきている。また、戦地慰霊団の組織化
に関しては、神職・僧侶等の宗教的エージェ
ントばかりではなく、NGO や観光業者等の世
俗的エージェントの存在も無視できない。分
担者の中山郁は、パプアニューギニアとパラ
オにおける慰霊活動の展開過程並びに現状
と、それを支えるサードパーティーの役割に
ついて調査を行った。 
昭和 30 年初め頃の日本政府による限定的

な遺骨収集の後、昭和 40 年代に入ると、海
外渡航自由化と高度経済成長による生活の



 

 

安定により、旧戦場の情報入手が容易になり、
また、戦友会、遺族会の活動が活性化された
状況に押されて国による大規模収骨が開始
された。この事業を通じて戦友会や旅行業者
が現地旅行のノウハウを学び、これが昭和 50
年代以降の官民による展開の基礎となった。 
慰霊巡拝の展開にはサードパーティーと

もいえる現地人の協力者の存在が大きい。す
なわち、戦中の日本軍との交流や、統治時代
を懐古する現地人や日系人の組織が慰霊団
受け入れや慰霊碑建立・維持に協力していた。
しかし現在では現地側の世代交代と、慰霊団
側の高齢化により、現地慰霊巡拝や慰霊碑を
支えた基盤が弱体化し、慰霊碑の存在が現地
で浮き上がったものになりつつある。 

慰霊団の渡航は当該地での日本人観光を
切り開いたが、パラオでは後に戦跡観光はダ
イビング観光のオプショナルツアーと化し
たのに対し、パプアニューギニアの場合、か
なり後まで慰霊団が観光客の中心であった。
ただし、後者の場合、日本人による戦跡観光
のノウハウが現地の一般観光にそれほど生
かされていないという批判もある。旧戦場と
いう「聖地」とそこでの出来事は慰霊団の中
だけで語られる内向きの物語であったこと
もあり、現地の旅行社にガイドのノウハウが
移転されなかったことによる。初期のグアム、
サイパン島の観光において現地人ガイドが
しばしば「先達」として戦没日本人の代弁者
たろうとしたことと、好対照といえる。 

慰霊団の構成は引率者と被引率者から成
る。引率者は単に旧戦場を案内するだけでは
なく、そこで行われた戦闘と死の様を、戦死
者になりかわり、その気持を代弁して表現す
る。彼らは旧戦場という「異界」へ人々を誘
う「先達」であるとともに、現地で被引率者
を死者の霊魂に逢わせ、かつ戦死者の声を代 
弁する、いわば巫者的な存在でもある。この
「先達」的役割は、当初は生還戦友が行って
いたが、戦友の高齢化とともに、被引率者で
あった遺族へ、さらにはツアーコンダクター
や宗教者にも受け継がれていっている。 

現地慰霊においては、戦友や遺族が死者の
魂を一方的に慰めるのではなく、死者への慰
霊を通じて自ら慰められ、または死者からの
加護を受けるという、いわば「慰め、慰めら
れる関係」という観念が観察される。 

慰霊団を現地で迎える現地旅行業者の存
在が慰霊団の活動を支えてきた。当初は現地
在留の日本人が仕事の合間に旅行手配を行
ってきたが、慰霊団以外の旅客がふえるとと
もに、日本人相手の現地旅行社が成立し、慰
霊団も手掛けるようになった。また、遺骨収
集でも現地の在留邦人は有益な支援を行っ
ている。彼らエージェントは平均してビジネ
スの枠を超えて収骨団や慰霊団に協力し、し
ばしば「先達」的存在としての役割を果たし

ている。ほとんどが戦後世代の彼らは、事業
や海外青年協力隊等で旧戦地に入ったこと
で初めて「戦争」とそこで死んだ日本人の存
在を「発見」し、意識化したことから、慰霊
事業に強いシンパシーを感じるようになり、
収骨団や慰霊団の戦友や遺族等の「先達」と
の触れ合いにより、さらにそれが強化されて
ゆくという傾向が見られる。これを通じて、
彼らはローカルエージェントでありながら
も、しばしば「先達」としての側面も見せる
ようになってゆくのである。 
慰霊巡拝を通じて戦友、遺族、非戦争体験

者、添乗員、宗教者、ローカルエージェント
らは、緩やかな繋がりのネットワークを形成
してゆく。これは死者を介した旅の仲間のコ
ミュニティーともいえよう。そのネットワー
クの中から新たな先達が生み出され、慰霊団
を支えてゆく、という傾向が見られよう。 
 
 こうした各サブプロジェクトの研究成果
のほかに、ゲストスピーカーとして報告した
研究協力者から新たにいくつかの論点が見
出された。とくに今後の展望との関連で重要
だと思われるのは、たとえばﾄﾞﾎﾞﾙｻﾞｰｸは自
身がマーシャル諸島の米軍管理区域におけ
る日本人遺族会の慰霊に調査者として同行
する中で、遺族会の軍当局との折衝のサポー
トから次第に会の新たな中心メンバーとし
て見なされていったプロセスを報告したが、
サードパーティーとしての調査者・研究者の
関与の問題は、本研究の想定していない主題
であった。また、ミャンマーの旧戦地出身の
ﾐｬｯｶﾔﾗはミャンマーへ慰霊巡拝する戦友会
との交流の中で、彼らのサポートで自身が日
本へ留学した経緯に触れ、また戦友会や関連
の国際交流団体の活動との深い関わりを報
告したが、そうした現地側のサードパーティ
ーの関与の実態はさらに探究する必要があ
るだろう。さらに、この事例はサブテーマＡ
の世代間継承の問題とも関わり、そうした関
与と継承のダイナミックな展開について、考
察を深める必要がある。 
 
 本研究では、最終年度後半の研究代表者の
海外渡航や東日本大震災の影響等によって、
各サブプロジェクトによって得られた知見
をすり合わせ、総合する時間を十分に確保で
きなかったことが大きな反省点であるが、他
方で、これまでは限定的であった海外の研究
動向との接続の可能性が大きく開かれたこ
とも一定の成果として付言しておきたい。し
たがって、本研究期間の活動は今後継続的に
展開される新たな研究の交流と進化のため
の重要なステップであったと理解している。 
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